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　令和６年１２月に行われた全国選抜

では、阿南光はシードにより２回戦か

らの試合でした。偶然にも、北海道イ

ンターハイ初戦に敗れた、岐阜総合学

園との再戦となりました。第１Ｑ０－

０と、立ち上がりは順調でしたが、第

２Ｑ０－２と離された第３Ｑ、阿南光はスタートから勝

負を仕掛け、ＧＫを外しフィールドプレイヤー11人でお

こなう、パワープレーで挑みました。相手ゴールに向け

て怒濤の攻撃を行うも相手守備に阻まれ、ゴールとはな

りませんでした。結果０－６で敗れはしましたが、強豪

校相手に戦い抜きました。インフルエンザが猛威を振る

い、出場できなかった３年生は特に悔しい思いをしたと

思います。体調が万全でないメンバーも多く、苦しい状

況の中での試合でした。その中でも、勝負を仕掛けたこ

とに、逆境に立ち向かったチームの成長を感じることが

できました。予測困難な時代を生きていく、３年生に

とって良い時間になりました。

　６月県総体では、男子決勝、阿南光Ａ対阿南光Ｂの一

戦が初めて行われました。阿南光高校は３０人全てのメン

バーを均等な力に分けて新１年生もほぼ出場しました。

前半２対２の好ゲームで盛り上がる中、阿南光Ｂが３得

点目を挙げ勝利しました。日頃はチームメイトですが、

お互いのプライドを掛け合った熱戦となりました。県総

体、女子は昨年度より合同チームでの出場が認められ、

阿南光・阿波西高校合同チームが県予選なしでの四国大

会出場となります。

　６月四国選手権大会では、２日間で男女とも３チーム

でのリーグ戦となりました。女子阿南光・阿波西が初戦

１－５で香川中央に敗れ、続く第二戦、勝利を目標に戦

い抜きましたが０－１３で敗退しましたチーム結成時か

ら１勝を目標に取り組んで来ましたが結果を出すことが

出来ませんでした。合同チームが認められ、ホッケー部

員だけで試合ができています。しかし、阿南光と阿波西

は２時間程度、移動時間がかかります。学校ごとにスケ

ジュールの違いもあり、日程調整が今後のカギを握って

いると感じました。男子は阿南光が初戦香川中央に４－

２、第２戦伊予に２－１で勝利し阿南光２連覇を達成し

ました。

　７月長崎県で行われたインターハイでは、男子阿南光

が北海学園札幌と対戦し５－０で勝利しました。新チー

ムでの初めての全国大会は９年ぶりの全国大会での勝利

となりました。続く２回戦は地元川棚と対戦しました。

アウェイでの空気感にもかかわらず、果敢に攻め込みま

した。しかし、得点することができず０－０でＳＯ戦で

の決着となりました。地元のみえない壁に阻まれたの

か、０－２と無得点で惜敗しました。チャンスは多く決

定力を高めれるため、ストロークの精度を磨けば全国上

位進出も狙っていけると確信できました。

　８月、国体四国ブロック大会では少年男子は一回戦香

川県と対戦し３－０で勝利しましたが、続く決勝愛媛県

と対戦し０－０でＳＯ戦３－４で敗退しました。技術は

身についてきているものの、精神的な強さを身につけな

ければ、勝負には勝てないと感じました。少年女子は香

川県と対戦し１－５で敗れました。力の差はあるもの

の、得点を挙げておりチームの成長を感じました。　

　１０月、徳島県選抜ホッケー大会は、今大会からイン

ターハイに続いて合同チームが認められたこともあり、

女子は阿南光・阿波西１校がエントリーしました。男子

は阿南光と富岡西が２年ぶりに対戦しました。２０－０で

阿南光が優勝しました。富岡西は１年生が多いなか、よ

く戦い抜きました。

　１１月、四国選抜大会では、女子は阿南光・阿波西が一

回戦香川中央と対戦し０－７で敗退しました。地元の声

援を受け第１Ｑ、先にチャンスを迎えたものの決めきる

ことができませんでした。試合の流れによっては勝負の

行方が分からないほど、競技力は向上していました。香

川中央は優勝したこともあり、今後の女子にもチャンス

を感じました。男子は一回戦富岡西が高松東と対戦し１９

－０で敗退しました。力の差は感じましたが、若いメン

バーが四国の舞台を経験する貴重な時間となりました。

阿南光は第２シードで準決勝香川中央と対戦しました。

第１Ｑ開始１０秒ほどで１得点目を挙げ会場を驚かせ、４

対２で快勝し全国選抜大会出場権を獲得しました。続く

決勝戦では伊予高校と対戦し０対１で敗退し準優勝とな

りました。優勝を目標にしてきたこともあり悔しい思い

で一杯です。不運にも、昨年に続き主将が不在での戦い

を強いられました。阿南光男子は、いかに「ピンチをチャ

ンスに変えるか。」を課題にしています。どのような窮

地に立たされたとしても、自分の力、チームの力を信じ

て競技できるかどうかが重要です。この悔しい経験を活

かし更に成長したチームへと前進することを願います。

  インターハイに向けた取り組みの成果が、普及から強

化に、少しずつ現れてきている。感染対策をはじめ、環

境変化に伴うリスク管理や少子化による部員不足など、

全てにおいて柔軟な対応が求められます。こういった課

題と向き合いながらもホッケー競技の普及・啓発・強化

を粘り強く行っていかなければなりません。　

　一歩一歩努力を積み重ね、多くの協力者を得られるよ

うな活動、持続可能な活動を心がけていきたい。

ホ ッ ケ ー

専門委員長　福　井　健　持
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◎全国選抜大会　　令 5.12.22～27 

於  岐阜県　川崎重工ホッケースタジアム
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◎徳島県総体　　令 6.6.2 

於  阿南市　中浦緑地ホッケー場
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◎四国高校選手権　　令 6.6.15・16 

於  愛媛県　松前町国体記念公園ホッケー場
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＜女　子＞
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◎全国総体　　令 6. 7.26～7.31

於  長崎県　佐世保市総合グラウンド

＜男　子＞

（１回戦）
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（２回戦）
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◎徳島県高校選抜大会　　

　　　　　　　　　於  徳島県　中浦緑地ホッケー場

◎四国高校選抜大会　　令 6.11.9・10 

於  徳島県　徳島県立阿南光高等学校ホッケー場

＜男　子＞

　１回戦
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　準優勝
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　決勝戦
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＜女　子＞

　１回戦
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